
【材料】（４人分）
　新じゃが芋…（中３コ）
　新玉ねぎ 200g…（１コ）
　ベーコン（ブロック）…160g
　オリーブオイル…大さじ１
　にんにく…１片
　コンソメ（顆粒）…小さじ１
　塩・こしょう…少々
　乾燥パセリ…適量

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
　①　じゃが芋は、皮つきのまま、一口大に切り、耐熱容器に入れ、600W で５分間加熱する。
　②　玉ねぎはくし形、ベーコンは 1 ｃｍ幅、にんにくはみじん切りにする。
　③　鍋にオリーブオイル、にんにくを入れて香りが出るまで炒め、ベーコン・玉ねぎを入れ玉
　　ねぎが半透明になるまで炒める。
　④　③にじゃが芋を入れ、じゃが芋の表面に焼き目がつく程度まで炒める。
　⑤　コンソメ、塩、こしょうを入れ全体を混ぜ合わせ味を整える。
　⑥　皿に盛り、パセリをふる。
　　★レンジで加熱して、かたいときは１分ずつ加熱して様子をみる。
　　★ベーコンからの塩気があるので、味付けは塩こしょうで調整してください。
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■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

市
長
独
言

№ 109
…
こ
ど
も
た
ち
の
未
来

　
滋
賀
県
長
浜
市
と
西
之
表
市
と
は
、
鉄
砲
伝
来
の
火
縄
銃
が
縁
で
友
好
都
市
盟
約
を
結
ん
で

い
ま
す
。
４
月
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
長
浜
曳
山
ま
つ
り
に
招
か
れ
て
、伝
統
の
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」

を
観
覧
し
た
後
、
曳
山
博
物
館
の
太
田
浩
司
館
長
に
「
長
浜
の
曳
山
は
仏
壇
が
巨
大
化
し
た
も

の
で
す
」
と
の
ご
教
示
を
受
け
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
長
浜
曳
山
ま
つ
り
は
、
毎
年
４
基
の
当
番
山
が
子
ど
も
狂
言
（
歌
舞
伎
）
を
上
演
し
ま
す
。

長
浜
八
幡
宮
で
観
覧
し
た
孔
雀
山
（
神
戸
町
組
）
の
舞
台
は
「
一
条
大
蔵
譚
」。
源
氏
再
興
を
祈

願
す
る
常
盤
御
前
と
、
平
家
を
欺
く
た
め
に
阿
呆
の
真
似
を
し
て
暮
ら
す
一
条
大
蔵
卿
の
か
ら

む
場
面
で
し
た
。

　
こ
の
４
月
、
西
之
表
市
教
育
委
員
会
に
歴
史
文
化
課
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
教
育
課
の

文
化
財
係
と
企
画
課
の
歴
史
文
化
活
用
係
を
ひ
と
つ
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
歴
史
と
文
化
を
生
か

し
て
い
く
ね
ら
い
で
あ
り
、
２
０
２
４
年
12
月
に
文
化
庁

に
認
定
さ
れ
た
「
西
之
表
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

の
具
現
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
市
で
は
図
書
館
が
老
朽
化
し
て
い
る
の

で
、
旧
榕
城
中
学
校
跡
地
へ
の
移
転
を
図
り
、
子
育
て
や

高
齢
者
支
援
を
含
む
「
多
世
代
交
流
施
設
」
の
設
置
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、耐
震
補
強
改
修
工
事
中
の
「
月

窓
亭
」
は
来
春
に
公
開
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。
鉄
砲
館

で
は
収
蔵
品
の
展
示
な
ど
を
工
夫
す
る
た
め
、
増
改
築
の

計
画
を
急
い
で
い
ま
す
。

　
種
子
島
に
は
、
地
域
で
守
り
伝
承
し
て
い
る
た
く
さ
ん

の
文
化
行
事
が
あ
り
ま
す
。
八
坂
神
社
境
内
を
ス
タ
ー
ト
す
る
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
は
、太
鼓
山
、

女
山
車
な
ど
京
都
の
祇
園
祭
を
由
来
と
し
て
い
ま
す
。
同
神
社
は
、
明
治
初
年
、
西
之
表
市
西

町
の
住
民
が
協
議
し
て
鹿
児
島
市
の
八
坂
神
社
か
ら
御
神
霊
を
迎
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
種
子
島
家
年
中
行
事
」 （
熊
毛
文
学
会
発
行
）
に
よ
れ
ば
江
戸
時
代
、
正
月
に
島
主
の
館
で
、

西
町
と
東
町
は
そ
れ
ぞ
れ
舞
を
披
露
し
て
年
始
を
祝
っ
た
そ
う
で
す
。
種
子
島
に
伝
わ
る
踊
り

や
芸
能
に
は
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
伝
統
を
守
る
取
り
組
み
を
学
ぶ
た
め
、
今
後
も
長
浜

市
と
の
交
流
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
も
、
こ
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
ふ
る
さ
と

の
祭
り
を
し
っ
か
り
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

▲「一条大蔵譚」終盤の場面

⑬ 市政の窓2026. ５月号




